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医療の質的向上を実現しつつ
医療関係者の負担を低減する
イノベーションを医療機関と創生

✓ 患者にとって納得のいく医療の追求

✓ 医療のアウトカム向上

✓ 診療プロセス全体の効率化、医療者の負担軽減

患者に寄り添う、患者中心医療の実現

本プロジェクトにおける目標

2Copyright © 2020 Getty Images, Inc. All rights reserved
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研究開発テーマ 2018～2019年度 2020年度～

◇患者や家族に
対するQOLの向上

◇職場環境起因の
負担軽減

◇業務効率の向上

◇人工知能アバターを用
いた新型コロナ感染症
相談補助システムの開発

◇AIサービスプラット
フォームの社会実装

1.1 ロードマップ

(*1) eConsent：ディジタル技術を使って患者への説明を行うことや、 承諾した結果を電子的に記録に残すこと
Hitachi Confidential

診察待ちや検査案内において人型の
ロボットを導入しスム－ズに誘導

人型のロボットを活用した
放射線科における患者説明・案内

自然言語処理技術を用いた
薬物療法支援ツール

がん薬物療法における当日問診にて
表情や音声から感情の変化を計測

検査実施に伴う同意取得をeConsent(*1)で支援

医療AIプラットフォーム実装化
AIサービス

AIサービスの調査・
ヒアリング

がん薬物療法における
当日問診を支援

新型コロナウィルス感染症
相談補助システム及びエンハンス

重症化モニタリング
(遠隔モニタリング)

・“技術起点からニーズ起点へ”：各連携機関と実施したFSの成果を再整理、サービス開発へ
・新型コロナウィルス感染症への対応：人工知能アバターの進化と社会実装を視野に入れた技術開発の推進
・AIサービスプラットフォームの構築及びAIサービスの開発と実装：調査結果および設計内容を元に構築し、

AIベンダーおよび本プロジェクトの成果を実装

入院説明をeConsent(*1)で支援

新型コロナ対応来院時の説明補助

:開発中

:稼働開始
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2. スマートコミュニケーション技術の開発(1)

4

✓小児患者の不安感軽減が期待でき

鎮静剤や麻酔の使用を削減

◼小児患者やその家族のQOL向上

◼スムーズな誘導による待ち時間改善

✓CTや放射線治療における親の付添の

代替により被ばくを防止

ロボットに対し
小児患者は

好印象

※ アンケート結果より
平均4/5点以上であった

取組み例

診察待ちや検査案内において人型の
ロボットを導入しスム－ズに誘導

連携先：成育医療研究センター

◇患者や家族に対するQOLの向上

Hitachi Confidential

取組み例

人型ロボットで来院者の説明補助

◼定型的な説明補助による業務

効率向上

◼患者や医療従事者の不安緩和

来院時の
温度測定対応
の説明補助
業務軽減を

検証

連携先：がん研究会有明病院

◇患者や家族に対するQOLの向上

サーマルカメラ

✓分かりやすい注意喚起と誘導

✓院内感染の防止

✓声掛けにより来院者の気持ちを和らげる
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2.1 スマートコミュニケーション技術の開発(2)
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取組み例

がん薬物療法における当日問診を
支援

✓音声や表情による感情分析を用いて
患者に寄り添った問診を実施

こころとからだの
アセスメントに
AI問診を活用

※ 問診用タブレットに表情
解析機能を実装

(例)外来薬物療法で辛い
表情を見せていないか測定

連携先：がん研究会有明病院

✓患者の状態に応じた当日治療の
選択を実施

◇患者や家族に対するQOLの向上
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◇職場環境起因の負担軽減

取組み例

人型のロボットを活用した
放射線科における患者説明・案内

ロボットの
付き添いにより
癒されたとの

声あり(70％）

※PoCアンケート結果より

◼働き方改革と業務環境改善

（身体的,精神的負担の軽減）

✓医療従事者の被ばく量軽減

(PET検査案内で59％削減)

連携先：慶應義塾大学病院

✓ジョブシフトによる業務効率改善

(案内や水の運搬など)

◼副作用の早期発見

◼業務効率向上による長時間労働

緩和や高品質なサ－ビスを提供
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2.2 スマートコミュニケーション技術の開発(3)
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取組み例

検査実施に伴う同意取得を
eConsentで支援

✓医療行為に必要な情報や医学的
根拠の提供による患者の自己決定
権を尊重（医療従事者も守る）

治験で導入され
始めた概念を
臨床応用可能

か検証

連携先：慶應義塾大学病院,
成育医療研究センター

✓音声や動画によるインタラクティブな
ICを実施、納得感の高い治療に寄与

◇業務効率の向上
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取組み例

入院説明をeConsentで支援

✓検査入院に必要な情報や注意事項
を抜け漏れなく説明

定型的な説明
を置換え可能

か検証

連携先：横須賀共済病院

✓音声や動画によるインタラクティブな
説明を実施、納得感と理解に寄与

◇業務効率の向上

(*1) eConsent：ディジタル技術を使って患者への説明を行うことや、 承諾した結果を電子的に記録に残すこと

◼説明内容の均てん化、及び

業務効率の向上

◼患者や家族の納得感がある同意

◼説明内容の均てん化、及び

業務効率の向上

◼患者や家族の理解度向上
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[ニュースリリース]

少し楽しい気分になった

気持ちがなごむ

患者

患者

医療従事者

がん治療で気が滅入って
しまいがちな患者さんを明るい
気持ちにさせてくれる

病院入口で対応する人員
が当初4名で対応していたが、
案内補助により2名に削減で
きた

Hitachi Confidential

ロボットを用いた感染症対策：来院時の温度測定対応の説明補助業務の
実証開始(7/1～)

・来院者に対して説明補助実施より、対応人員4名→ 2名に削減
・患者や医師より、気持ちが和らぐ等の副次的な効果の意見があった

患者や家族に対するQOLの向上
:EMIEW(ロボット型)を用いた感染症対策

有明

EMIEWは株式会社日立製作所の登録商標です
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◇スケジュール機能利用による発話の間隔の変更
午前 (12時まで) ：10秒インターバルで発話

ご覧の症状はございませんか？なければ、お進みください
午後（12時から） ：対面（物体）検知で発話

ご覧の症状はございませんか？なければ、お進みください

◇サーマルカメラ連携：サーマルカメラの発熱検知により、出力される信号を
取込むことにより、発話内容を変更

【通常時】
ご覧の症状はございませんか？

なければ、お進みください

【発熱検知時】
お熱がございます、

こちらでお待ちください
（誘導のポーズ）

サーマルカメラ連携
(発熱検知時に信号を出力）

【サーマルカメラ連携】

来院時の温度測定対応の説明補助業務をサーマルカメラ連携とスケジュール
機能の活用によるきめ細かい補助業務に改善して運用開始 (9/1～）

有明
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患者や家族に対するQOLの向上
:EMIEW(ロボット型)を用いた感染症対策

EMIEWは株式会社日立製作所の登録商標です



© Hitachi, Ltd. 2020. All rights reserved.

3. 人工知能アバターを用いた新型コロナ感染症相談補助
システムの開発(1)：開発目的

9Hitachi Confidential

帰国者・接触者
相談センター

住民：電話

医療機関

相談・指示

回線がパンク

帰国者・接触者
相談センター

住民：電話

医療機関

相談・指示

回線負荷の
軽減

帰国者・接触者相談センターに
電話がつながりにくい状態

人工知能アバターによる回線負荷の低減

人工知能アバターでスマホを通じて
相談の目安を提供

・帰国者・接触者相談センターの回線混雑(20年3月時点)により、どこにも相談ができない
方々の不安を少しでも解消する

・症状があるにもかかわらず、不用意に医療機関へ受診し、院内感染が起こることを防ぐ
・人工知能アバターが、相談の目安をわかりやすくガイドして、初期の相談補助を行う
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アバターの音声案内に従い、設問に回答することで
症状に応じたガイダンスを提供

相談が必要な方には各都道府県
の帰国者・接触者相談センターの
サイトへ誘導

様子見の方は厚生労働省
の新型コロナサイトへ誘導

帰国者・接触者相談
センター問合せ窓口相談補助システム

URLにアクセス

3.1 人工知能アバターを用いた新型コロナ感染症相談補助
システムの開発(2)：相談補助システムの概要

症状あり

症状なし

Hitachi Confidential

・人工知能アバターが設問を読み上げる形で症状に応じたガイダンスを提供。相談が必要な方

には帰国者・接触者相談センターのサイトへ案内する。3月18日よりサービス開始
(相談補助システムURL: https://www.nibiohn.go.jp/sip/2020/03/006319.html)

・厚労省ガイドラインの変更に合わせて、タイムリーに設問内容を更改を実施

https://www.nibiohn.go.jp/sip/2020/03/006319.html
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回答結果内訳アクセス概要

郵便番号
集計結果

3.2 人工知能アバターを用いた新型コロナ感染症相談補助
システムの開発(3)：相談補助システムのアクセス統計

Hitachi Confidential

・アクセス統計を医薬基盤研 ホームページで公開中 https://www.nibiohn.go.jp/sip/)

・アクセス概要(約7万件)、回答結果の件数(約3万件)、都道府県別、などを掲示

https://www.nibiohn.go.jp/sip/
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・「AIホスピタルによる高度診断・治療システム」 社会実装に向けたプロジェクトを開始
（ニュースリリース 6/10）

4. AIプラットフォームの社会実装

Hitachi Confidential

[ニュースリリース]
2020年6月10日

内閣府
公益社団法人日本医師会

日本ユニシス株式会社
株式会社日立製作所

日本アイ・ビー・エム株式会社

「内閣府 戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）」 第２期において
「AIホスピタルによる高度診断・治療システム」 社会実装に向けたプロジェクトを開始

～ AIで医療分野における社会課題を解決。
超高齢化社会における医療の質を確保し、医療関係者の負担軽減を実現 ～

公益社団法人日本医師会（以下、日本医師会）、日本ユニシス株式会社、株式会社日立製作所、日本アイ・ビー・エム
株式会社は、「内閣府 戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）」 第2期で採択された「AIホスピタルによる高度診断・
治療システム」の構築および2022年の社会実装にむけたプロジェクトを開始します。また、ソフトバンク株式会社と三井物産
株式会社も、協力参加機関として、本プロジェクトに加わります。

【医療分野における課題】
近年、医療が高度化・先進化・多様化・個別化されたことにより医療関係者と患者や家族間だけでなく、先端研究者と医療関
係者間に大きな知識・情報格差が生じています。また最先端の診断や治療法を医療現場へ普及するにあたり、技術の標準化
やデータ解釈などについて厳格な規定が必要となっています。検査結果の解釈などのミスは患者の健康被害につながることもあり
ます。また、高度化に伴って、医療従事者の負担が過度に増えていることが社会問題化しています。

～ 途中省略 ～
今回発足するのは、医療機関だけでなく、民間の健診センターや保険会社などが利用できるプラットフォームです。医療現場
で簡単に活用できる、画像診断や問診、治療方針提案などの医師支援を行う、さまざまなAI（人工知能）を提供し、
医療の質確保や医療関係者の負担の軽減を目指します。
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日立は、

現場の課題理解を最優先とし、

最新のテクノロジを駆使して、

未来型医療の実現に貢献します

さいごに
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